
４月２２日（火）枝郷公民館にて、第１回東山地区公民館運営委員会が開催されました。 

館長の大野政孝様をはじめ、東山校区の各自治委員さん、各公民館長さん、各地区民生

児童委員さん、地域の代表の方をはじめ、ＰＴＡ会長さん等同席のもと、開催日について、お

諮りしたところ、令和７年９月２７日（土）開催で了承をいただきました。今年度、秋分の日が火

曜日。雨天順延の場合の開催日や気温の上昇による、運動中止警報が見込まれる時期をで

きるだけ避け、子どもたちや参加者の安全確保を考慮した上で、提案した次第です。 

４月２１日（月）から２８日（月）の期間、保護者との個人面談を実施しています。昨年度までの

一斉の家庭訪問を、校内での面談形式に切り替えました。現在まで、いただいたご意見には、

①家庭訪問の時は 1 週間、4 時限授業の早帰りで、仕事の調整が大変だった。今回は 5 時限

まであり、その後の面談で、とても助かる②家の掃除や先生に出すものなど気を揉まなくて済

むから楽③面談中、今取り組んでいる教科の宿題や教材、進路先の資料などすぐに見せても

らえてありがたかった④年度途中にも面談してほしい。トラブルがおこったり、課題が見えてくる

のは二学期が多い感じがするので。 

   
雨天により、歓迎遠足を校内遠足に変更。体育館内でのゲームでは①仲間集め『出題され

た条件（人数など）を満たしたグループから座る』②バースデーライン（言葉に出さず、指で生ま

れた月日を確認し、順番にならべたら成功！）③クイズラリー（校舎内に、問題を複数掲示、正

解の数をチームで競う）問題の中には「校長先生の背中に貼ってある文字は？」などがあり、協

力しました。どのゲームも学年を超えて、打ち解け、「距離」が近くなる工夫をしているなあと思

いました。昨年度も感じましたが、この「歓迎遠足」は子どもたちにとって、グッと仲良くなれる機

会と思ってます。また企画・立案・進行は児童会・生徒会の「出番」であり、工夫や声かけの様

子などから、それぞれの「よさ」が伝わってきましたね。 

                                                    

 

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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